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令和１０年度入学者選抜について（予告）【第 1 報】 

 

令和８年６月２９日 

新潟国際情報大学 

 

 令和１０年度入学者選抜（令和9年度実施）より、「学力の3要素」をより多面的・総合的に評価し、本学入学に対し意欲的な学生を受け入れることを目的として、

入学者選抜内容等を以下のとおり変更いたします。 

①．入学者選抜区分別募集人員【国際学部・経営情報学部】 

国際学部 国際学部

国際文化学科 経営学科 情報システム学科 国際文化学科 経営学科 情報システム学科

総合型 5(注) 3(注) 3(注) 5 5 5

指定校制 37 34 24 25 30 20

公募制 5 5 5 10 5 5

前期 45 35 25 45 35 25

共通テスト利用 3 3 3 10 5 5

後期 5 5 5 5 5 5

帰国生

外国人留学生

社会人

合計 100 85 65 100 85 65

若干名 若干名

区分／学部学科

令和１０年度（変更後） 令和9年度（変更前）

経営情報学部 経営情報学部

 
(注) うち離島枠(佐渡枠)各 1 

 

②．総合型選抜【国際学部・経営情報学部】 

（１）．出願資格 

令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

１ ．次のいずれかに該当する者。 

   ⑴ 高等学校（中等教育学校を含む）を卒業した者、もしくは令和10年３月卒業見込み

の者。 

   ⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者、もしくは令和10年３月修了見込

みの者。 

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認められる者、もしくは令和10年３月31日までにこれに該当する見

込みの者。 

２ ． 第３学年第１学期（又は前期）までに履修した科目において全体の学習成績の状況が

3.8（小数点第２位以下四捨五入）以上である者（過年度卒は第３学年第３学期）。 

３ ． 合格後は必ず本学に入学する者。 

１ ．次のいずれかに該当する者。 

   ⑴ 高等学校（中等教育学校を含む）を卒業した者、もしくは令和9年３月卒業見込み

の者。 

   ⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者、もしくは令和9年３月修了見込

みの者。 

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認められる者、もしくは令和9年３月31日までにこれに該当する

見込みの者。 

２ ． 第３学年第１学期（又は前期）までに履修した科目において全体の学習成績の状況が

3.8（小数点第２位以下四捨五入）以上である者（過年度卒は第３学年第３学期）。 

３ ． 合格後は必ず本学に入学する者。 

 

（２）．選抜方法 

  一次選考 書類審査 

令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

志願理由書 

１．本学を志望する理由（400 字） 

２．活動報告書 
※文部科学省の様式に準拠（または一部改定）して策定中です。確定次第、

公表いたします。 

70 

点 
志願理由書 

１．本学を志望する理由（400 字） 

２．高校時代に力を入れて取り組んだこと（2000 字） 70 

点 

調 査 書 「学力の３要素」を多面的・総合的に評価します。 
30 

点 
調 査 書 「学力の３要素」を多面的・総合的に評価します。 

30 

点 

二次選考  

令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

小 論 文 

（60 分） 

各学科それぞれのアドミッション・ポリシーに即した小論文課題 

を出題（60 分 800 字以上、1000 字以内） 

30 

点 

小 論 文 

（60 分） 

各学科それぞれのアドミッション・ポリシーに即した小論文課題

を出題（60 分 800 字以上、1000 字以内） 

30 

点 

面   接 小論文をもとに面接（時間未定） 
70 

点 

プレゼンテ

ーション 
小論文をもとにプレゼンテーション（一人 5 分間） 

70 

点 

 

③．学校推薦型選抜（指定校制）【国際学部・経営情報学部】 

令和１０年度の推薦要件等の変更については、令和 9 年度学校推薦型選抜（指定校制）の依頼校に別途通知いたしました。 
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④．学校推薦型選抜（公募制）【国際学部・経営情報学部】 

（１）．推薦要件 

令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

【教科成績重視型】 

次の要件を備え、当該高等学校（中等教育学校を含む）の学校長が責任をもって推薦する者。 

１ ．高等学校（中等教育学校を含む）を卒業した者、もしくは令和10年３月卒業見込みの者。 

２ ．本学のアドミッション・ポリシーに共鳴し、入学後も本学学生として成長が大いに期待できること。 

３ ．第３学年第１学期（又は前期）までに履修した科目において全体の学習成績の状況が3.5（小数点

第２位以下四捨五入）以上である者（過年度卒は第３学年第３学期）。 

 

【教科成績重視型】 

次の要件を備え、当該高等学校（中等教育学校を含む）の学校長が責任をもって推薦する者。 

１ ． 高等学校（中等教育学校を含む）を卒業した者、もしくは令和9年３月卒業見込みの者。 

２ ． 本学のアドミッション・ポリシーに共鳴し、入学後も本学学生として成長が大いに期待できること。 

３ ． 第３学年第１学期（又は前期）までに履修した科目において次のどちらかの要件を満たしているこ

と（過年度卒は第３学年第３学期）。 

  ア．全体の学習成績の状況が3.5（小数点第２ 位以下四捨五入）以上。 

  イ． 国語・地理歴史・公民・数学・理科・外国語のうち、いずれか１ 教科の学習成績の状況が4.0（小数

点第２ 位以下四捨五入）以上。 

   ※経営情報学部の外国語は英語のみ。 

【資格・検定重視型】 

次の要件を備え、当該高等学校（中等教育学校を含む）の学校長が責任をもって推薦する者。 

１ ．高等学校（中等教育学校を含む）を卒業した者、もしくは令和10年３月卒業見込みの者。 

２ ．本学のアドミッション・ポリシーに共鳴し、入学後も本学学生として成長が大いに期待できること。 

３ ．資格・検定一覧表のいずれかひとつの資格・検定に合格あるいは成績を修め、かつ第３学年第１学

期（又は前期）までに履修した科目において全体の学習成績の状況が3.2（小数点第２ 位以下四

捨五入）以上であること（過年度卒は第３学年第３学期）。 

【資格・検定重視型】 

次の要件を備え、当該高等学校（中等教育学校を含む）の学校長が責任をもって推薦する者。 

１ ． 高等学校（中等教育学校を含む）を卒業した者、もしくは令和9年３月卒業見込みの者。 

２ ． 本学のアドミッション・ポリシーに共鳴し、入学後も本学学生として成長が大いに期待できること。 

３ ． 資格・検定一覧表のいずれかひとつの資格・検定に合格あるいは成績を修め、かつ第３学年第１学

期（又は前期）までに履修した科目において全体の学習成績の状況が3.2（小数点第２ 位以下四捨

五入）以上であること（過年度卒は第３学年第３学期）。 

 

（２）.選抜方法 

 令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

小論文 

（60 分） 

各学科それぞれのアドミッション・ポリシーに即した小論文課題を出題

（60 分 800 字以上、1000 字以内） 

50 

点 

小論文 

（60 分） 

各学科それぞれのアドミッション・ポリシーに即した小論文課題を出題

（60 分 800 字以上、1000 字以内） 

50 

点 

面 接 個人面接 15 分程度（小論文及び出願書類をもとに面接） 
50 

点 
面 接 個人面接 15 分程度（小論文及び出願書類をもとに面接） 

50 

点 

 

【資格・検定一覧表】 

 令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

国際学部  

国際文化学科 

経営情報学部 

経営学科・ 

情報システム学科 

（共 通） 

〇実用英語技能検定（英検）従来型、新方式（S-CBT） 、S-Interview２級

以上 

〇全国商業高等学校協会 

 ・英語検定試験１ 級 

〇ケンブリッジ英語検定（PET）140点以上（＊） 

〇GTEC®（ ４ 技能版）Official Score790点以上（＊） 

〇IELTSTM4.5以上（＊） 

〇TEAP226 点以上（＊） 

〇TOEFL iBT®50点以上（＊） 

〇TOEIC®L&R500点以上（＊） 

注１ ） IELTS は「アカデミック・モジュール」試験のOverall Score（平均

スコア）Band4.5以上とする。 

注２ ） TEAP は「４ 技能パターン」の総合点のみを対象とする。複数回受

験した場合に各技能の最高得点を組み合わせることはできない。 

注３ ） 上記（＊）のスコアについては記載された受験日が出願開始日から２

年以内（令和７年 11 月１日以降）のものを有効とする。 

注４ ）S-Interview は、合理的配慮が必要な障がい等のある受験者のみ

を対象とする。 

〇実用英語技能検定（英検）従来型、新方式（S-CBT） ２ 級以上 

 

〇全国商業高等学校協会 

 ・英語検定試験１ 級 

〇ケンブリッジ英語検定（PET）140点以上（＊） 

〇GTEC®（ ４ 技能版）Official Score790点以上（＊） 

〇IELTSTM4.5以上（＊） 

〇TEAP226 点以上（＊） 

〇TOEFL iBT®50点以上（＊） 

〇TOEIC®L&R500点以上（＊） 

注１ ） IELTS は「アカデミック・モジュール」試験のOverall Score（平均スコ

ア）Band4.5以上とする。 

注２ ） TEAP は「４ 技能パターン」の総合点のみを対象とする。複数回受験し

た場合に各技能の最高得点を組み合わせることはできない。 

注３ ） 上記（＊）のスコアについては記載された受験日が出願開始日から２年

以内（令和６年11月１日以降）のものを有効とする。 

経営情報学部  

経営学科 

〇日本商工会議所 

 ・日商簿記検定２級以上 

〇全国商業高等学校協会 

 ・簿記実務検定試験１級 

 ・商業経済検定試験１級 

 ・財務諸表分析検定試験 

 ・財務会計検定試験      左記のうち２つ以上の合格で１つとして扱う。 

・管理会計検定試験 

〇日本商工会議所 

 ・日商簿記検定２級以上 

〇全国商業高等学校協会 

 ・簿記実務検定試験１級 

 ・商業経済検定試験１級 

 ・財務諸表分析検定試験 

 ・財務会計検定試験      左記のうち２つ以上の合格で１つとして扱う。 

・管理会計検定試験 

経営情報学部  

情報システム学科 

〇情報処理技術者試験：ITパスポート試験、基本情報技術者試験、 

情報セキュリティマネジメント試験 

〇全国商業高等学校協会 

 ・情報処理検定試験ビジネス情報部門１級 

 ・情報処理検定試験プログラミング部門１級 

〇全国工業高等学校長協会 

 ・情報技術検定１級 

 ・パソコン利用技術検定１級 

〇情報処理技術者試験：ITパスポート試験、基本情報技術者試験、 

情報セキュリティマネジメント試験 

〇全国商業高等学校協会 

 ・情報処理検定試験ビジネス情報部門１級 

 ・情報処理検定試験プログラミング部門１級 

〇全国工業高等学校長協会 

 ・情報技術検定１級 

 ・パソコン利用技術検定１級 

 

⑤．一般選抜（前期）【国際学部・経営情報学部】 
【出願資格・選抜方法等】 

 

変更なし 
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⑥．一般選抜（大学入学共通テスト利用）【国際学部・経営情報学部】 

１．選抜方法 

学力試験 科目 

●国際学部 国際文化学科 

令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

下記の中から外国語と、外国語以外に１教科1科目以上受験していることが必要です。 

※合否判定には外国語の得点と、外国語以外の異なる 

教科の高得点の１科目を利用します。 

下記の中から外国語と、外国語以外に１教科1科目以上受験していることが必要です。 

※合否判定には外国語の得点と、外国語以外の異なる 

教科の高得点の１科目を利用します。 

 

●経営情報学部 経営学科/経営情報学部 情報システム学科 

令和１０年度（変更後） 令和9年度（変更前） 

下記の中から数学、理科、情報から１教科を必ず含む形で、合計２科目以上受験しているこ

とが必要です。 

※合否判定には異なる教科の高得点の２科目を利用します。「数学、理科」「数学、情報」 

「理科、情報」の組み合わせも可能です。 

下記の中から２教科２科目以上受験していることが必要です。 

※合否判定には異なる教科の高得点の２科目を利用します。 

ただし、地理歴史・公民は、１教科として合否判定します。地理歴史・公民を選択する場合

は、１科目を合否判定に利用します。 

 

●教科 科目 

 

2.配点 

令和１０年度（変更後） 令和9年度（変更前） 

1.配点は各教科100点 計200点満点とする（外国語科目および国語科目は得点を 

100点満点に換算する）。 

  ※国語は、近代以降の文章の成績のみ利用する。 

  ※外国語（英語）は、リスニングテストを含む。 

2.活動報告書 

※配点は決まり次第、公表します。 

1.配点は各教科100点 計200点満点とする（外国語科目および国語科目は得点を 

100点満点に換算する）。 

  ※国語は、近代以降の文章の成績のみ利用する。 

  ※外国語（英語）は、リスニングテストを含む。 

 

３．出願書類 

令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

１．入学志願票 

２．調査書 

３．活動報告書 

※文部科学省の様式に準拠（または一部改定）して策定中です。確定次第、公表いたします。 

１．入学志願票 

２．調査書 

 

 

⑦．一般選抜（後期）【国際学部・経営情報学部】 
１．選抜方法 

学力試験 科目 

令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

１．「外国語（英語）」は、外部検定試験の４技能のスコアを使用する。 

２．外部検定試験のスコアを提出しない場合は、「国語」と「数学」の２教科を受験する。 

３．外部検定試験のスコアを提出した場合は、試験会場で「国語」または「数学」の教科から 

１教科以上を受験する。 

４．３教科の場合は高得点の２教科を合否判定に使用する。 

※数学は、マークシート式及び記述式問題を出題する。 

※国語は、マークシート式問題を出題する。 
 

教 科 科 目 

国 語 現代の国語、言語文化（古文、漢文を除く）、論理国語 

数 学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ ※全範囲から出題 

外国語 外部検定試験の 4 技能のスコアを使用する 

次の３教科の中から２教科以上を試験会場で選択する。３教科受験した場合、高得点の２教

科を合否判定に使用する。３教科ともマークシート式解答用紙を使用する。 

 

 

 

 

 
 

教 科 科 目 

国 語 現代の国語、言語文化（古文、漢文を除く）、論理国語 

数 学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ ※全範囲から出題 

外国語 英語コミュニケーションⅠ、Ⅱ、Ⅲ、論理・表現Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 

 

２．配点 

令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

各教科 100 点 計 200 点満点とする 

（外部検定試験のスコアを本学が定める基準に点数化し、100 点満点に換算する）。 

※外部検定試験の利用資格、対象検定、および配点は決まり次第、公表いたします。 

各教科 100 点 計 200 点満点とする。 

 
※ なお、本予告は変更となる可能性がありますので、最新の情報は本学ホームページでご確認ください。 

 

 令和１０年度（変更後） 令和 9 年度（変更前） 

国 語 『国語』（近代以降の文章） 『国語』（近代以降の文章） 

地理歴史・

公民 

『地理総合, 地理探究』、『歴史総合, 日本史探究』、『歴史総合, 

世界史探究』、『地理総合／歴史総合／公共』、『公共, 倫理』、『公

共, 政治・経済』 

『地理総合, 地理探究』、『歴史総合, 日本史探究』、『歴史総合,  

世界史探究』、『地理総合／歴史総合／公共』、『公共, 倫理』、『公 

共, 政治・経済』 

数 学 『数学Ⅰ, 数学Ａ』、『数学Ⅰ』、『数学Ⅱ, 数学Ｂ, 数学Ｃ』 『数学Ⅰ, 数学Ａ』、『数学Ⅰ』、『数学Ⅱ, 数学Ｂ, 数学Ｃ』 

理 科 
『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』 

『物理』、『化学』、『生物』、『地学』 

『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』 

『物理』、『化学』、『生物』、『地学』 

外国語 
『英語』（リスニングを含む）、『ドイツ語』、『フランス語』、 

『中国語』、『韓国語』 

『英語』（リスニングを含む）、『ドイツ語』、『フランス語』、 

『中国語』、『韓国語』 

情 報 『情報Ⅰ』 『情報Ⅰ』 

【お問合せ先】  

新潟国際情報大学 入試･広報課 

Ｅ-Ｍａｉｌ：nyushikouho@nuis.ac.jp 


